
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

編集・発⾏︓さいたま市市⺠活動サポートセンター（指定管理者︓公益財団法⼈さいたま市⽂化振興事業団）／2023 年 5 ⽉ 

①『こども SDGs (エスディージーズ)なぜ SDGs(エスディージーズ)が必要(ひつよう)なのかがわかる本(ほん)』  
秋⼭宏次郎 カンゼン 2020 

②『市⺠活動論-ボランティア・NPO・CSR-』 ⼤澤史伸 学⽂社 2022 
③『その場で「聞く･まとめる･描く」グラレコの基本』 本園⼤介 ⽇本実業出版社 2021 
④『これだけは理解しておきたい︕「ボランティアの基礎」』 久⽶準 ⽇本橋出版 2021 
⑤『デザイン技法図鑑「ひと目でわかるレイアウトの基本。」』 ⼤⾥浩⼆ MdN 編集部 2019 
⑥『公務員のための伝わる情報発信術』 ⾕浩明著 学陽書房 2021 
⑦『図解即戦⼒ 勘定科目と仕訳がこれ 1 冊でしっかりわかる本』 樋渡順 技術評論社 2021 
⑧『NPO 法⼈会計基準 完全収録版 第 3 版』 NPO 法⼈会計基準協議会 ⼋⽉書館 2018 
⑨『これはよくわかる︕社団・財団・NPO 法⼈の運営・会計・税務』 脇坂誠也・⽯川広紀 TKC 出版 2021 

 

さいたま市市⺠活動サポートセンターでは、ボランティア募集団体
とボランティア希望者のマッチングを目的として、ボランティア情報
を募集しています。集めた情報は館内の掲⽰コーナーやこちらの
ニュースレターなどで発信しますので、興味を持った希望者から直
接問合せの連絡が⼊ります。 

■申込できる⽅ 
ボランティアを募集 
する市⺠活動団体 

■申込⽅法 
申込書を当センター総合案内にご提出ください。その際、当セ
ンター登録団体は登録カードをご提⽰ください。登録団体以
外の市⺠活動団体は、会則や規約等をご持参ください。 

■掲⽰期間  最⻑で当該年度末（３⽉ 31 ⽇）まで。 

■その他留意事項 
・「会員募集」は「ボランティア募集」には含みません。「ボランティ
ア活動のためには会員になってもらう必要がある」場合には、⼊
会条件をご記載ください。 

・市⺠活動サポートセンターでの仲介はいた 
しません。掲⽰されている内容を⾒たボラン 
ティア希望者から連絡が⼊りましたら、 
直接のやり取りをお願いいたします。 

ボランティア募集情報を集めています︕ 

 

 
サポセンボランティア印刷オウエンジャーはチラシやポスター、 
会議資料など市⺠活動に使う資料の印刷に困っている 
皆さまを助ける正義の味⽅です。 
オウエンジャーに作成したいイメージを伝えると、 
印刷の作業に関するお悩みを⼀緒に解決します。 
まだまだ修⾏の⾝ですので⾊々声をかけていただけると励みになります︕ 
オウエンジャーの任務…印刷作業補助・デザインの PC 操作補助等（無料） 
※機器利⽤料や⽤紙持ち込みなどは、通常のとおりです。 
 
・任務予定⽇ 館内掲⽰ポスターで当⽉分をご確認ください 
・出動時間  14︓00〜16︓00（予定） 

サポセンボランティアサポセンボランティアサポセンボランティアサポセンボランティア    

印刷オウエンジャー参上！印刷オウエンジャー参上！印刷オウエンジャー参上！印刷オウエンジャー参上！ 

図書コーナー 
新刊図書のご案内 

 
⾳楽演奏や朗読、絵⼿紙作りなどの活動を⾏っている⽅々。⾃
分たちが⽇々磨いている“得意技”（活動）を披露したいと感じ
ることはありませんか。市⺠活動サポートセンターでは、“得意技”
を披露してくれる⽅々と、その“得意技”を求めている⽅々（例︓
福祉施設、患者会、養護学校、学童保育所など）をマッチング
するために、「こんな得意技を出前します︕」という掲⽰コーナーを
設けています。出前を希望する⽅とマッチングできれば、直接、出
前の依頼が⼊ります。活動を広げていくきっかけとして、ぜひご活
⽤ください。 

■申込できる⽅ 
得意技を出前したい市⺠活動団体、⼜は個⼈ 

■申込⽅法 
申込書と、活動写真等１枚（Ｌ判サイズ横 127×縦
89mm まで）を、当センター総合案内にご提出ください。その
際、当センター登録団体は、登録カードをご提⽰ください。登
録団体以外の市⺠活動団体は、会則や規約等をご持参くだ
さい。また個⼈で掲⽰をご希望の⽅は、今までの活動実績が
分かる書類等をご持参ください。 

■掲⽰期間  最⻑で当該年度末（３⽉ 31 ⽇）まで。 

■その他留意事項  
・市⺠活動サポートセンターでの仲介はいたしません。掲⽰されて
いる内容を⾒た出前希望者から連絡が⼊りましたら、直接のや
り取りをお願いいたします。 

みなさんの得意技を出前してみませんか︕ 



【お問い合わせ先】 岩槻ホタルの会 
TEL︓090-1254-2718 ／e-mail︓hotarugenji-no̲arai@jcom.zaq.ne.jp 
HP : https://www.saitamacity-support.jp/G0000034/aboutus.html 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

さいたま市で活動する市⺠活動団体にInterview (vol.9)       岩槻ホタルの会  
 
■印刷作業室活用講座(冊子づくり応援塾) 

印刷作業室で総会資料や活動をアピールするパンフレットなど
の、冊⼦づくりに挑戦してみませんか︖ 

・⽇時 6 ⽉ 10 ⽇(⼟)14:00〜15:00 全 1 回 
NPO または市⺠活動に興味関⼼がある⽅ 

・講師 サポートセンター職員・定員 10 名・持ち物 筆記⽤具 
・会場 市⺠活動サポートセンター 印刷作業室 
・申込開始⽇ 受付中 

■「インボイス制度＆電子帳簿保存法」対策セミナー 
インボイス制度と電⼦帳簿保存法について、必要なことや考え
⽅など基礎知識を学びませんか︖ 

・⽇時 ７⽉ 15 ⽇(⼟)13:30〜16:00 全 1 回 
・対象 NPO または市⺠活動に興味関⼼がある⽅ 
・講師 ⾦⼦由⾥⼦⽒（公認会計⼠・税理⼠）・定員 15 名 

 筆記⽤具他 ・会場 サポートセンター ラウンジ 
・申込開始⽇ 5 ⽉ 15 ⽇(⽉) 10:00〜 

■市⺠活動ＳＮＳ講座（はじめてみようインスタグラム） 
市⺠活動を PR するために SNS を学び、インスタグラムをはじめ
てみませんか︖ 

・⽇時 8 ⽉ 19 ⽇、26 ⽇(⼟)14:00〜16:30 全 2 回 
・対象 NPO または市⺠活動に興味関⼼がある⽅ 

※基本的なスマホの操作が分かる⽅ 
・講師 ⼩林玲⼦⽒（IT インストラクター）・定員 15 名      

 スマートフォン（iPhone ⼜は Android）・筆記⽤具 
・会場 サポートセンター ラウンジ 
・申込開始⽇ 6 ⽉ 19 ⽇(⽉) 10:00〜 

 

夏祭りをテーマにした飾り付けで市⺠活動を広く社会に PR する 
パネル展に参加する団体を募集します 
・⽇時 7 ⽉ 2 ⽇(⽇)〜７⽉ 23 ⽇(⽇)  
◆準備 7 ⽉ 1 ⽇(⼟) 9:00〜15:00 
◆⽚付 ７⽉ 24 ⽇(⽉) 9:00〜17:00 
・対象 市⺠活動団体 10 団体 
・申込開始⽇ 6 ⽉ 6 ⽇(⽕) 10:00〜 
 

【問合せ・申込先】  
さいたま市市⺠活動サポートセンター 
TEL:048-813-6400 FAX:048-887-0161 
E-mail:supportcenter@saitama-culture.jp 

※メール、FAX でお申し込みの際は以下をお知らせください。 
件名︓講座名 本⽂︓⽒名・電話番号・市⺠活動の有無 

 市⺠活動のために役⽴つ講座 

夏祭り飾り de 活動紹介パネル展 

 
♥令和５年度活動成果発表等助成事業／埼⽟県⽂化振興基⾦  
概要・趣旨 
県内で⾃ら活動を⾏うアマチュア⽂化団体が、⽇頃の活動や
練習の成果を広く県⺠に発表・公開する場合に助成の対象と
なります。例えば、アマチュア⽂化団体が県内で⾏う美術展、
⾳楽会、演劇・舞踊の公演、⺠俗芸能の発表会などが該当
します。 
WEB:https://www.pref.saitama.lg.jp/a0305/h30ka

tudouseika1.html 
助成額 
助成対象経費から当助成⾦以外の収⼊（※）を 引いた額の 
2 分の 1 以内（限度額 20 万円）※当助成⾦以外の収⼊ 
は、事業の実施に伴う⼊場料や市町村等からの補助⾦・助成
⾦などです。 
申請期間 6 ⽉ 28 ⽇(⽔)〜7 ⽉ 19 ⽇(⽊)消印有効 
【問合せ】 埼⽟県⽂化振興課⽂化振興担当 
TEL︓048-830-2887 ※平⽇ 8:30〜17:15 

FAX︓048-830-4752 
E-mail: a2875-07@pref.saitama.lg.jp 
 

 助成⾦情報 

♥こども⾷堂・未来応援基⾦／社会福祉法⼈埼⽟県社会福祉協議会 
目的 
・ヤングケアラー⽀援助成〜「ヤングケアラー」を⽀援する活動
の推進と振興〜 
・⼦どもの居場所づくり助成〜貧困の連鎖解消に資する⼦ども
の居場所の⽴ち上げ⽀援〜 
WEB︓http://www.fukushi-saitama.or.jp/site/volunte 

er/research̲3.html 
助成額 上限 10 万円（1 団体） 
申請期間 〜11 ⽉ 30 ⽇(⽊) 【必着】郵送または持参 
【問合せ】 社会福祉法⼈埼⽟県社会福祉協議会 
TEL︓048-822-1435  FAX︓048-822-3078 

E-mail: vc@fukushi-saitama.or.jp  
 

※詳細・最新の情報は、問合せ先の応募要項を必ずご確認ください。 

埼⽟県⽂化振興基⾦         社会福祉法⼈社会福祉協議会 
 

▲エサやりの様⼦ 

の会 HP 

▲飼育箱の幼⾍の様⼦ 

の会 HP 

当センターHP【さポット】内 

岩槻ホタルの会情報 
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第 9 回目にご紹介する市⺠活動団体は、ホタルの舞う⽔辺環
境の保全と再⽣を願いホタルの保護活動を続けている「岩槻ホ
タルの会」です。1991 年７⽉に発⾜し、現在 40 名で活動さ
れています。この度は会⻑の新井さんに⻑年ホタルの飼育をして
いる場所でお話を伺いました。 

「岩槻ホタルの会」はどのような団体ですか︖団体の活動を
始めてみようと思ったキッカケを教えてください。 
▶岩槻ホタルの会は岩槻のホタルをずっと残していくた

めに活動する任意団体です。35 年ほど前に地元である

「岩槻のホタルの個体数が激減してきたので、このま

まではいなくなってしまう、守りたい。」という軽い気

持ちから考えたことがきっかけで活動をはじめまし

た。 

⽇頃どんな活動をされているか教えてください。 
▶ホタルを１年中ずっと飼育していて、特に６月から９

月は、幼虫・蛹・成虫・卵の飼育をしており、非常に

忙しくしています。幼虫の 

時期はできるだけ幼虫が同 

じサイズに成長するように 

エサのタニシを均等に与え 

るよう手をかけています。 

幼虫から蛹になる前には、 

大きさをそろえて飼育する 

ため、約 10,000 匹の幼虫 

をサイズごとに分けたり、 

サイズごとの数を数えてい 

ます。なかでも８月は、翌 

年のエサにするタニシをた 

くさん捕獲しなければなら 

ないので忙しく、１年分のエサとしてタニシ 5,000 個

を確保するためにあちこち出かけています。  

 毎年恒例の「ホタルの鑑賞会」について教えてください。 
▶毎年７月の第３土・日に岩槻城址公園で実施していま

す。１日に１千人の市民が訪れてくださっています。

鑑賞会は屋外で行っているため、コロナ禍でも実施し

てきました。鑑賞会に来てくれた市民の方々から「あ

りがとう。」とか、「見ることができてよかった。」など

と言ってもらえると来年もやりたいなと思うようにな

ります。 

このコロナ禍での活動で困った（困っている）こと、新しく活
動を変えたことなどありますか︖ 
▶特に困ったことはなく、活動も変えませんでした。会員

各自が自宅でホタルを飼育しており、情報はＳＮＳな

どを使ってやり取りすることができたため、活動に影

響はありませんでした。 

活動をしていて印象に残っていること、素敵なエピソードなど
をご紹介していただけますか︖ 
▶ホタルの半数が死滅してしまったことが印象に残って

います。その年の鑑賞会をあきらめかけましたが小規

模ながら開催することができました。 

主な活動場所や⼊会のお⼿続きを教えてください。 
▶ホタルの飼育をしている会員各自の自宅と、鑑賞会の

時は岩槻城址公園が活動場所です。年会費は 1,000 円

ですが、蛍に関心のある人ならだれでも入会できます。

来るもの拒まず去る者追わずで続けてきました。 

今後の活動や、目指している目標などありますか︖ 
▶ホタルはきれいな水だけでなく、土壌も大切です。その

ためホタルが根付く自生地の整備や、恒常的にホタル

鑑賞会ができるような施設の建設が目標です。私たち

がいなくなっても、ホタルが育つような環境を整えた

り、新しい感覚を持ち情報を発信できるような後継者

も育てたいです。 

市内の皆さんに向けて、PR したいことなど、メッセージをお願
いします︕ 
▶今年も「ホタル観賞会」を 7 月 15 日（土）、16日（日）

に開催を予定しています！真夏の夜に大空を乱舞する

ホタルの光を一度見に来てください。 

 


